
愛媛県では長らく状況が不明であったツクシタンポポ

（Taraxacum kiushianum H. Koidz.）の現状を 2カ所で確認

したので報告する．

ツクシタンポポは九州および四国に分布し，頭花が小

さく，総苞の長さが 13-14mmと小さいのが特徴である

（北村ほか，1957）．Kitamura（1957）では，愛媛県では大

野ヶ原，窓，宇和島，松山，横峯山の産地が引用されており，

愛媛県では比較的広範囲に分布していたことがわかる．

しかし，このタンポポは愛媛県レッドデータブック（愛

媛県貴重野生動植物検討委員会編，2003）では大洲など

の産地が引用されており，絶滅危惧Ⅱ類にされている．

さらに「大洲市では比較的多く分布しており群生してい

るところもある」と記述している．この大洲は，タンポ

ポ調査・西日本 2010（タンポポ調査・西日本 2010実行

委員会，2011）でオオズタンポポと仮称された 2倍体の

トウカイタンポポの分布域にあたる．生育している量か

らもレッドデータブックに取り上げれたツクシタンポポ

はトウカイタンポポとの誤認と思われる．タンポポ調

[Makoto Ogawa1 : Taraxacum kiushianum H. Koidz. in Ehime Prefecture]
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図 1．愛媛県で確認されたツクシタンポポの産地．
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査・西日本 2010では，愛媛県でツクシタンポポは見つ

からなかった．おそらく Kitamura（1957）以降，愛媛県で

はツクシタンポポが正確に認識されていなかったものと

思われる．この調査では高知県榑原町の 3メッシュでツ

クシタンポポの生育が確認された（タンポポ調査・西日

本 2010高知県実行委員会，2011）．そして，高知県の状

況を元に愛媛県の調査を行ったところ 2箇所で本植物を

確認することができた（図 1）．なお，証拠標本は徳島

県立博物館（TKPM）に収蔵している．

西予市野村町伊予の地（図 2A）

道路横の草地に 10数株がまとまって生育していた（図

3A）．花は完全に開かない（図 3B）．大井（1983）はツク

シタンポポについて，外総苞片に小型の角状突起を持つ

ことが，角状突起の無いクザカイタンポポ（Taraxacum

kuzakaiense Kitam.）との違いとしている．しかし，この

地点のツクシタンポポの外総苞片の突起は集団内でも変

異があり，目立つものからほとんど目立たないものが混

じって生えていた（図 4）．角状突起については同定の

際には参考程度に扱っておいた方が良いであろう．

上浮穴郡久万高原町生ぇ越（図 2B）

高知県との県境にある茅場（ススキなどを刈り取った

草地）に 10数株が散在して生育していた（図 5）．なお，

この場所には 13 : 40に到着したのだが，その時はほと

んどのツクシタンポポは花が閉じかけていた．高知県檮

原町と前記の伊予の地については同じ日の午前中にま

わったが，両産地ととも，花は開いていた．念のため翌

日にもこの生ぇ越の産地に 12 : 18に訪れたが，その時

もほとんどのツクシタンポポは花が閉じかけていた．ツ

クシタンポポは花が閉じる時間が早いという報告があ

り，このことがこのタンポポを見つけにくくしている原

因の一つと考えられる．

今回，2カ所の愛媛県のツクシタンポポを発見するこ

とができた．前述のように Kitamura（1957）によると愛媛

県では広範囲に本種が分布しているとされる．2014年

図 2．確認された愛媛県のツクシタンポポの産地．A：西予市野村町伊予の地，B：西予市野村町生ぇ越．背景の地図は電子国土システム
（http : //portal. cyberjapan. jp）を用いた．

図 3．西予市野村町伊予の地のツクシタンポポ．A：生育状況，B：完全には開かない頭花（2013年 5月 12日 11 : 31撮影）．
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から 2015年にかけて，タンポポ調査・西日本 2015が行

われる予定であるが，今回得られた知見を元に，西日本

のとりわけ愛媛県のツクシタンポポの現状の解明が進む

ことが望まれる．

今回の調査にあたっては森田竜義氏，タンポポ調査・

西日本 2010実行委員会およびタンポポ調査・西日本

2010高知県実行委員会の皆様から貴重な情報をいただ

いたのでお礼申し上げる．

証拠標本

ツクシタンポポ 愛媛県西予市野村町伊予の地 33.469゜N

132.808167゜E 2013年 5月 12日 小川 誠採集

No. 20130512004（TKPM BSP 0800012）

ツクシタンポポ 愛媛県上浮穴郡久万高原町生ぇ越

33.466417゜N 132.955833゜E 2013年 5月 12日 小

川 誠採集 No. 20130512007（TKPM BSP 0800013）

図 3．久万高原町生ぇ越のツクシタンポポ．A：生育状況，B：閉じかけた頭花（2013年 5月 12日 13 : 40撮影）．

図 4．西予市野村町伊予の地のツクシタンポポの頭花．A：外総苞片の突起の目立つもの，B：外総
苞片の突起の目立たないもの．
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